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中之条に住む人と町政をつなぐ情報誌「広報なかのじょう」
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９
月
13
日
か
ら
10
月
14
日
ま
で
28

日
間
37
会
場
で
開
催
さ
れ
た
「
中
之

条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
３
」
。

　
第
４
回
目
と
な
る
今
回
、
中
之
条

ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
実
行
委
員
会
で
は
、

事
業
の
継
続
性
を
視
野
に
自
主
財
源

確
保
の
た
め
有
料
化
に
踏
み
切
る
一

方
、
回
遊
性
を
高
め
、
よ
り
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
る
よ
う
、
来
場
者
目
線

に
立
っ
て
あ
え
て
会
場
数
を
絞
り
込

む
な
ど
、
新
し
い
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
行

い
ま
し
た
。

　
連
日
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
取
り
上
げ

ら
れ
、
発
行
さ
れ
た
鑑
賞
パ
ス
ポ
ー

ト
は
1
万
9
千
枚
に
達
し
ま
し
た
。

１
万
７
千
人
の

小
さ
な
町
が
大
賑
わ
い

会場となった岩本古民家付近に移住した作家が、そ
の土地で暮らし、空気を吸いながら選んだテーマは
「森」。未知なる自然への入り口として、刻々と変
わる森の中の木漏れ日のように、時間や天候によっ
て大きく見え方が変わる作品を制作した。

中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
２
０
１
３
が
閉
幕

ア
ー
ト
の
魅
力
と

地
域
の
美
し
さ

人
の
温
か
さ
で

町
が
活
気
づ
い
た
28
日
間

飯沢康輔「こずえが世界と出会うところ」伊参エリア岩本上古民家

特集　中之条ビエンナーレ２０１３閉幕
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会
期
中
ま
ち
の
通
り
は
、
若
い
人

た
ち
を
中
心
に
人
で
溢
れ
ま
し
た
。

　
来
場
者
が
ま
ず
口
に
す
る
の
が
、

舞
台
の
素
晴
ら
し
さ
で
し
た
。
廃

校
、
古
民
家
、
倉
庫
な
ど
、
寂
れ
な

が
ら
も
残
さ
れ
て
き
た
建
物
と
、
そ

れ
を
取
り
巻
く
里
山
や
田
園
の
風
景

が
、
訪
れ
た
人
の
目
に
は
美
し
く
映

り
ま
し
た
。

　
そ
し
て
来
場
者
に
最
も
感
動
を
与

え
た
の
が
、
地
域
の
人
の
温
か
さ
で

し
た
。
受
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
交
わ

し
た
言
葉
、
地
元
の
方
と
交
わ
し
た

言
葉
が
、
訪
れ
た
人
に
と
っ
て
、
か

け
が
え
の
な
い
思
い
出
と
な
っ
た
よ

う
で
す
。

　
日
本
経
済
新
聞
の
「
こ
の
秋
訪
れ

た
い
芸
術
祭
」
ラ
ン
キ
ン
グ
で
、
瀬

戸
内
国
際
芸
術
祭
、
あ
い
ち
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
に
次
ぐ
第
3
位
の
評
価
を

得
ま
し
た
。

　
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
は
、
そ

れ
ら
著
名
な
ア
ー
ト
イ
ベ
ン
ト
の
よ

う
に
、
多
額
の
資
金
も
、
強
力
な
ス

ポ
ン
サ
ー
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
中
之
条
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ
に
あ
る
の

は
、
皆
さ
ん
の
太
い
絆
と
「
お
も
て

な
し
の
心
」
で
す
。
こ
れ
が
ど
こ
に

も
負
け
な
い
、
人
を
引
き
つ
け
る
魅

力
を
放
っ
て
い
る
の
で
す
。

全
国
に
発
信
す
る
こ
と
が

で
き
た
中
之
条
町
の
魅
力

特集　中之条ビエンナーレ２０１３閉幕

約160年前に建てられた県内最大級の民家である
「やませ」（神保家住宅・町重文）。多くの人を招
いたであろう広大な座敷を舞台に、そこに残された
襖絵に触発され、古い記憶と新しく生まれるものを
紡いだ作品。

森家由起「三十三畳の世界から」伊参エリアやませ

作家との交流も大きな魅力だった 賑わいを見せるまちなかの通り
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特集　「ふるさと納税」制度を強力に推進します

「ふるさと納税」によりみんなが笑顔になる仕組み

①町に納税額の一部を寄付していただきます（個人住民税のおおむね１割までは税控除の対象です）
②すると、町から感謝券（寄付額の50％相当）と特産品が贈呈されます
③その感謝券を利用していただくことで、町内の経済が活性化します

納税額の
一部を寄付

寄付により財源
が確保される！

￥

￥

感謝券感謝券感謝券

① 寄付する

税務署

② 感謝券を送付する③ 感謝券を使用する
寄付額の50％相当
が還元されます

確定申告を
することで、
その年の所
得税が還付
され、翌年
度の住民税
が減額され
る

感謝券利用分を町に
請求して換金する

書
求
請

中之条町町内の旅館・
ホテル・飲食店・
直売所など

旅館旅館

そ ば

感謝券が出回れば、
お客さんが増えて売
り上げが伸びる！

「ふるさと納税」
を活用して
まちづくり

町では「ふるさと納税」制度
を強力に推進します！

　「ふるさと納税」とは、新たに税を納めるものではなく、自分が応援したいまちへの「寄付」のこ
とです。寄付額の一部は、所得税・住民税から控除されます。
　町ではこの制度を利用して、広く寄付を募るとともに、次のような町の経済が循環する仕組みを始
めます。

⑴
確
定
申
告

⑵
所
得
税
の

　
還
付

⑶
連
絡

⑷
翌
年
度
の

　
住
民
税
の

　
減
額
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特集　「ふるさと納税」制度を強力に推進します

町内旅館・ホテル・商店・飲食店・直売所等のみなさんへ

「感謝券」の取り扱いにご協力ください！

「ふるさと納税制度」の詳細

　今回の取り組みは、いただいた寄付の一部を「感謝券」という形で地域に還流させることで、町内
での消費を促し、地域経済を活性化させることを最大の目的としています。
　この事業がうまくいくかどうかは、多くの町民の皆さんが参加し、魅力的な「感謝券」の使い道
が、どれだけ増えるかにかかっています。
　取扱店が増えれば寄付が増え、結果「感謝券」が大量に出回り地域経済が潤います。
　趣旨をご理解のうえ、どうぞご協力ください。

　「ふるさと納税制度」は、平成20年度に創設された制度で、個人住民税を払っている人が、自分
が貢献したいと思う地方公共団体（都道府県・市区町村）に寄付した場合、個人住民税のおおむね1
割を限度として寄付額から２,000円を引いた額が、住民税と所得税から控除される制度です。
　つまり、納税額の１割までは自分の好きな自治体に納税できる制度です。
　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊　　　　　　＊
　中之条町では、この制度を活用して、たくさんの人が中之条町に寄付してくれるように、町内で使
える「感謝券」を贈呈することで、寄付の魅力を高める方法を考えました。同時にこの「感謝券」を
きっかけとして、町の経済を刺激し、地域の活性化に結び付ける仕組みを作りました。寄付額の一部
を「感謝券」＝金券として、地域経済に循環させる試みは、全国的にも珍しい新しい取り組みです。

制度の詳細および「感謝券」取扱店については、下記まで問い合わせください。
申し込み・問い合わせ　役場企画政策課　政策係　☎75・8802（直通）

実物大
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東
日
本
大
震
災
以
後
、
災
害
時
に
自

立
で
き
る
電
力
供
給
体
制
を
確
立
す
る

こ
と
は
、
全
国
的
に
ど
の
地
域
に
と
っ

て
も
深
刻
な
課
題
で
す
。

　
中
之
条
町
で
は
そ
れ
を
い
ち
早
く
実

現
す
る
た
め
、
地
域
に
眠
る
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
積
極
的
に
開
発
し
て
、

町
内
に
供
給
す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
「
地

産
地
消
」
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
9
月
22
日
、

バ
イ
テ
ッ
ク
中
之
条
太
陽
光
発
電
所

（
大
字
五
反
田
、
芸
術
の
森
前
）
が
稼

働
を
始
め
ま
し
た
。
発
電
力
は
１
千
キ

ロ
ワ
ッ
ト
で
す
。

　
さ
ら
に
、
現
在
工
事
が
進
む
沢
渡
温

泉
第
１
太
陽
光
発
電
所
（
大
字
上
沢

渡
、
国
有
林
内
）
と
第
２
太
陽
光
発
電

所
（
大
字
下
沢
渡
、
上
野
原
地
内
）

が
、
年
度
内
に
操
業
を
開
始
し
ま
す
。

各
2
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
の
発
電
力
を
誇

り
、
3
カ
所
合
計
で
5
千
キ
ロ
ワ
ッ
ト

と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
3
カ
所
で
の
電
力
供
給
量

は
、
1
年
間
で
6
0
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト

／
年
を
想
定
し
て
い
ま
す
。
町
内
公
共

施
設
（
町
管
理
分
）
の
電
力
需
要
は

4
5
0
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
／
年
で
す
の

で
、
す
べ
て
の
公
共
施
設
の
電
力
を
ま

か
な
う
の
に
、
十
分
な
規
模
の
発
電
量

で
す
。 バ

イ
テ
ッ
ク
中
之
条

太
陽
光
発
電
所
が
始
動

メガソーラー発電所がついに始動、そして中之条電力設立へ

エネルギーの「地産地消」を目指して

9月22日のバイテック中之条太陽光発電所の竣工式　一斉にスイッチを押し通電が開始される

特集　エネルギーの「地産地消」を目指して
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特集　エネルギーの「地産地消」を目指して

式典に続き、東京工業大学先進エネルギー
国際研究センター特任教授　荒木和路さん
の講演が行われ、「地方ではほとんど例の
ない中之条町の取り組みは楽しみ」と期待
を述べていました。

10月5日、ツインプラザで開催された「中之条電力」設立式典で挨拶を述べる代表理
事・理事長となる折田町長。そのほか理事８名、監事1名で構成。事務所は中之条町役
場内。9月に資源エネルギー庁に特定規模電気事業者（平成12年の電力小売り自由化
以降に参入した事業者のこと。「新電力」とも言う）として全国で100番目となる認
可を受けました。自治体中心の新電力設立は全国初です。

町が取り組むエネルギー地産地消の仕組み

中之条町 共同出資者

メガソーラー
中之条町役場

電力の供給

出資

電力の小売り

電気使用料金 電気購入料金

その他公共施設
学校

（小水力発電）
■これからの計画■

（木質バイオマス発電）

（特定規模電気事業者）
「中之条電力」
一般財団法人

公共施設等 再生可能エネル
ギー発電所

　
電
力
の
「
地
産
地
消
」
を
目
に
見
え

る
形
で
推
進
す
る
た
め
、
10
月
5
日
に

一
般
財
団
法
人
「
中
之
条
電
力
」
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ

ー
電
力
の
買
い
取
り
を
行
い
、
公
共
機

関
を
は
じ
め
と
す
る
施
設
へ
そ
の
電
力

を
販
売
し
ま
す
（
仕
組
み
は
上
図
参

照
）
。
利
益
は
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
利
用
推
進
を
は
じ
め
、
地
域
振
興
推

進
の
た
め
活
用
す
る
狙
い
で
す
。

　
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
に
続
い
て
、
ま
ず
小

水
力
発
電
施
設
を
２
〜
３
年
以
内
に
美

野
原
地
内
に
１
基
（
１
３
８
キ
ロ
ワ
ッ

ト
）設
置
し
、将
来
的
に
は
3
0
0
キ
ロ

ワ
ッ
ト
ま
で
設
置
を
増
や
す
計
画
で
す
。

　
ま
た
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
（
2

千
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
事
業
可
能
性
を
検

討
す
る
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
検

討
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
ま
し
た
（
※

関
連
記
事
は
22
ペ
ー
ジ
）
。
数
年
以
内

の
着
工
を
目
指
し
研
究
を
進
め
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
中
之
条
町
は
、
災
害
時

で
も
自
立
で
き
る
電
力
供
給
体
制
を
、

全
国
的
に
も
い
ち
早
く
確
立
さ
せ
た
自

治
体
と
な
る
べ
く
、
取
り
組
み
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

一
般
財
団
法
人

「
中
之
条
電
力
」の
設
立

加
速
さ
せ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

「
地
産
地
消
」の
取
り
組
み
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　13回目を迎えた伊参スタジオ映画祭。
　1日目は、今回よりシナリオ大賞審査員を務める横山秀夫さ
んのベストセラー小説を映画化した「半落ち」、篠原哲雄監督
作品の「尋ね人」と「月とキャベツ」、そして2008年シナリ
オ大賞短編の部大賞受賞者、上原三由樹さんが初の劇場映画脚
本を担当した「ソウル・フラワー・トレイン」を上映します。
　2日目は『シナリオ大賞2012』大賞受賞作品の『この坂道』
（短編の部）『独裁者、古賀。』（中編の部）の初公開。ま
た、過去最多の応募数443本を記録した『シナリオ大賞
2013』の各賞発表と授賞式を行います。
　大賞に選ばれた２作品は、映画化され来年の映画祭で上映さ
れます。

■日　時　11月23日（土）、24日（日）
　　　　　（開場　各日とも9時30分～）
■会　場　伊参スタジオ公園 体育館
■入場料　各日ともに 前売り券 1,000円 、 当日券 1,500円
■入場券取扱所　役場企画政策課、上毛新聞社事業局
　　　　　　 　（町のホームページからも購入できます）

■問い合わせ
　　○伊参スタジオ映画祭実行委員会事務局
　　　（役場企画政策課）　
　　　☎75・8802（直通）　担当　設楽勇貴
　　○上毛新聞社事業局　
　　　☎027・254・9955

第１３回伊参スタジオ映画祭

みなさん
をお待

ちしてい
ます！

素敵
なゲ
ストと

作品
が

みなさん
をお待

ちしてい
ます！

素敵
なゲ
ストと

作品
が

伊参スタジオ映画祭
～山の中の小さくて大きい映画祭～

祝 日

第
１３
回

昨年はゲストで俳優の三浦貴大さんと女優の波瑠さんが登場。今年はどんなサプライズがあるかお楽しみに。

Isama Studio Cinema Festival 2013

『この坂道』の撮影風景（大字折田美野原地区）



駅前 伊勢町中
伊勢町上

中之条町

上之町

伊勢町下

中之条小学校
ツインプラザ

近藤公園

中之条簡易裁判所

胡桃沢川

至 長野原草津口

中之条町
役場

歴史と民俗の
博物館ミュゼ

通運ビル/倉庫

林昌寺

交番

旧 盛酒造

岡田自動車様前
スタート地点

かねぶん様前
折り返し地点

計測地点
斉藤モーターサイクル様前
折り返し地点

計測地点

つむじ

本部

サブ
本部

9 なかのじょう H２5.11 No.６19

第2回中之条まちなか５時間リレーマラソン

　伊勢町下～上之町までの国道353号で交通規制が実施されます。時間内は車両通行ができなく
なります。皆さんのご理解とご協力をお願いします。
　なお、農免道路と駅南バイパスは終日通行できます。詳しくは、11月中旬に毎戸へお配りする
「交通規制のお知らせ」をご覧ください。
　　　　　　　◆交通規制区間　伊勢町下交差点～上之町交差点
　　　　　　　◆交通規制時間　9時～16時 （競技時間　10時～15時）

　大会までいよいよ1ヶ月となりました。
おかげさまで前回大会を上回る参加チー
ムを迎えることができました。
　前回スタートの合図と共に豪快な走り
を見せてくれた、吉本興業所属のお笑い
コンビ“アンカンミンカン”が、今回も
走りとトークで賑わせてくれます。
　沿道では、出店ブース等でのあったか
い食も楽しむことができます。どうぞ祭
り見物に訪れるような気持ちで、ぜひ会
場まで足を運んでいただき、ランナーに
熱い声援を送りながら、お楽しみくださ
い。

■コース案内と交通規制のお知らせ■

昨年第１回大会　スタート直後の様子

第2回
中之条まちなか
5時間リレーマラソン

沿道か
らのご

声援、

お待ち
してい

ます！
12月1日（日）10時スタート！

俺たちがアンカンミンカン！
今年のスタートダッシュも

乞うご期待！

問い合わせ　中之条まちなか５時間リレーマラソン実行委員会事務局（ツインプラザ内）
　　　　　　☎76・3117　FAX76・3112
　　　　　　Mail　machi5@town.nakanojo.gunma.jp
　　　　　　担当　福田由香 ・ 関　侑介

JAあがつま
中之条支店様
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　10月6日、ふるさと交流センター「つむ
じ」で、郷土芸能発表会が開催されました。
　今年は中之条ビエンナーレ開催時期に合わ
せて、いつもより1か月ほど早く開催。普段
は伝統芸能になじみの薄い若いお客さんも訪
れ、太々神楽5団体、獅子舞5団体のあわせ
て10団体が舞いを披露しました。
　さらに今年は初の試みで千葉県大網白里市
から山辺保存会、福田保存会、四天木保存
会、南今泉郷土芸能保存会と4つの団体が出
演。海辺の地域ならではの踊りを披露し、会
場を沸かせました。

大網白里市も初参加
第41回 町郷土芸能発表会

　9月に完成した駅前広場の降車スペース。同乗者を駅に降ろ
す場合に限り、旧通運ビル前の降車スペースに停車することが
できます。またシェルター（屋根）も設置しましたので、降車
後は駅に入るまで雨に濡れずに歩いて行くことができます。
　なお、迎車の場合や送迎のため駐車する場合は、従来通り旧
通運ビルの裏手の駐車場をご利用ください。

駅前ロータリーに
降車専用スペースができました

ュースと だいニュースとわだい

西中之条獅子舞

山辺保存会

南今泉郷土芸能保存会

赤枠で囲んだところが降車専用スペースです
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　10月5日、六合支所で芳ヶ平湿原周辺資料展示会場開設式が開催されました。
　町内外の人にもっと芳ヶ平湿原周辺の素晴らしさを知っていただきたいと準備
してきた展示会場。場所は六合支所の建物中央の階段を上った3階ロビーで、美
しい芳ヶ平湿原の写真30点のほか、貴重な文献資料が展示されています。
　なお、当日は日本自然保護協会理事長の亀山　章さんの記念講演会（テーマ：
六合の自然と歴史）も行われ、訪れた人は展示と併せて芳ヶ平湿原を中心とした
六合地区の自然と歴史の豊かさを再認識していました。　
　展示はこれからも随時充実させていきます。

「芳ヶ平湿原周辺資料展示会場」
六合支所にオープン

　大字入山、草津温泉から志賀高原へ抜ける国道292号、山田峠避難小屋を過ぎてすく左手
に建てられた、高さ約2メートルの「中央分水嶺」の石柱。分水嶺とは、雨水が異なる水系に
分かれるところ。ここを境に中之条町側に降った雨や雪は吾妻川から利根川に流入し、太平
洋に流れます【利根川水系】。長野県高山村側に降った雨や雪は松川から千曲川に流れ込
み、新潟県で信濃川と名前を変えて日本海にそそぎます【信濃川水系】。標高2千50メート
ルを超えるこの場所。11月中旬からの冬季閉鎖前にお越しください。

山田峠に「中央分水嶺」の石柱が設置されました

オープン初日の
展示会場の様子

開所時間：9時～17時
（毎日開所しています）

六合小、六合中、白根開善学校の生徒代表と地域の代表によるテープカット

記念講演会
「六合の自然と歴史」
日本自然保護協会理事長　

亀山　章さん　
芳ヶ平湿原を「天上の楽園」「天上の庭」と
呼ぶ亀山さん。「ここには本物がいっぱい
ある。それをどう生かすかが大切。その方
法の一つがラムサール条約登録です」と
語ってくれました。



約４
３５
ｋｍ

群馬県 中之条町

和歌山県 日高町
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　花の駅「暮坂高原花楽の里」では、何百キロ
も大空を旅する渡り蝶として知られるアサギマ
ダラの飛来を願って、アサギマダラが好むフジ
バカマを植栽しました。
　すると9月上旬から約1か月間、群舞して吸蜜
する姿が確認されました。
　いまだ生態については謎の多いアサギマダ
ラ。どのくらいの距離を飛ぶのか、移動調査の
ため、翅（はね）にマークを付けて放蝶したと
ころ、9月26日にマーキングした蝶が、10月
13日に和歌山県日高町で確認されました。おお
よそ直線距離で435kmを飛んで行ったことに
なります。　
　来年も、秋に南下、春に北上するアサギマダ
ラの不思議な旅との出会いを期待しています。

大空を旅する蝶「アサギマダラ」
花楽の里から和歌山県へ飛翔を確認

ュースと だいニュースとわだい

この秋、花の駅暮坂高原花楽の里で撮影されたアサギマダラ

放蝶前にマーキングされたアサギマダラ
（カラク　9/26　NKR 150）と個体番号
が書かれています。

　9月24日（火）、六合中学校1、2年生と町内外のボランテ
ィアで、野反湖八間山中腹でシラネアオイの植栽や草刈りが行
われました。
　かつて自生していたシラネアオイの群落を復元しようと平成
８年度から実施しているもので、今年度も山口和雄さんから
1,600株の苗を提供いただきました。これまで植栽した苗の総
数は、83,600株にのぼります。
　毎年5月下旬ごろ、残雪の残るなか野反湖で一番早く咲く花
として、訪れる人々を魅了します。

今年もシラネアオイの植栽
が行われました
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　町では、「花と湯の町なかのじょう」をスローガンに、
今あるものを生かした観光振興の取り組みを行っていま
す。そこで新たに「巨樹」にスポットをあてた取り組みを
始めました。
　環境省自然環境局生物多様性センターに登録されている
巨樹は、全国で約68,000本あります。このうち中之条町で
は67本が登録されています。町全体の8割を占める森林に
は、伊参地区にある県指定天然記念物「親都神社の大ケヤ
キ」のように広く知られているものから、まだ知られてい
ないものまで数多くの巨樹があると考えられます。
　今回、調査を進めていく中で、国有林や民有林でも環境
省への未登録巨樹が見受けられることから、観光資源とし
て活用する第一歩として、環境省巨樹データベースへの登
録を行いました。今回の登録は国有林野内4本、町有地1
本、民有地1本です。
　今後は更に調査を進め、環境省自然環境局生物多様性セ
ンターへの登録を進めていきます。
　みなさん、ぜひ巨樹に関する情報をお寄せください。

問い合わせ
　役場観光商工課　観光係　
　☎26・7727　担当　宮﨑毅一郎

「巨樹」を活用した観光振興を目指します
～巨木の取り組み経過報告～

　群馬県トラック協会吾妻支部の皆さんが、10月5日にボランテ
ィア活動で道路清掃を行いました。
　これは10月9日の「トラックの日」にちなんで、（社）群馬県
トラック協会が県下一斉で毎年実施しているものです。
　当日はあいにくの雨でしたが、20人が参加して国道353号駅南
バイパス（2.2km区間）の清掃活動を行い、空き缶やゴミを回収
しました。

「巨樹」とは？
環境省自然環境局生物多様性センターの定める巨樹
の一般的な定義は、「地上から130cmの位置で幹周
（幹の円周）が300cm以上の樹木」となっていま
す。

「トラックの日」に
トラック協会でボランティア活動

巨樹の調査。写真は六合入山地区藤原にある
ミズナラの木の幹を計測しているところ。　

環境省での登録に向けた説明の様子

ちかと
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　今あるものに磨きをかけて、町の魅力をアップしたい。そんな願いから、町ではまちづくりに提言をしてくれる専門
家を、積極的に登用していく考えです。このたび、エネルギー対策特別顧問として福田隆政さんを、観光アドバイザー
として沓掛博光さんを委嘱しました。
　中之条町を外から客観的に眺めて分析していただき、豊富な知識と経験から導かれる的確なアドバイスを頂戴しなが
ら、町の魅力づくりに協力していただきます。
　なお、今後も様々な分野から専門的なアドバイザーを委嘱していく予定です。

「まちづくり」にもっと磨きをかけるために！
顧問・アドバイザーとして2人の方を委嘱

　10月12日、花の駅美野原で開催されたイベント。FMぐんま主催の公開生放送番組となるラジオの文化祭と毎年恒例
のりんご・ぶどう祭りの同時開催となった今年のイベント。人気お笑いコンビのザブングルのステージや、中之条ビエ
ンナーレとコラボレートしたアートスポーツも行われ、訪れた3,000人が、秋の味覚とともに、さわやかな気持ちのよ
い秋の一日を楽しみました。

花の駅美野原で
ラジオの文化祭＆りんご・ぶどう祭り

ュースと だいニュースとわだい

ラジオの文化祭でのリュウ・ミホさんのライブ りんご・ぶどうまつりでのリンゴの早食い競争

【エネルギー対策特別顧問】
（財）日本森林技術協会理事

福田隆政さん
林野庁において森林行政を支
えてきた専門家で、特に国有
林経営や木質バイオマス利用
に関する造詣は深い。著書は
「現代森林政策学」など。

【観光アドバイザー】
日本旅行記者クラブ会員

沓掛博光さん
月刊誌『旅行読売』の編集長
を務め、現在ではTBSラジオ
の旅キャスターや大学客員教
授などもこなす旅行ジャーナ
リスト。
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　中之条町花の会が、農林水産省・国土交通省が
提唱する「第23回全国花のまちづくりコンクー
ル」の団体部門において、「花のまちづくり奨励
賞」を受賞しました。2187件の応募があり、奨励
賞は大賞、優秀賞に次ぐ3番目の賞です。
　さらに、会長の福田具可さんは、同コンクール
の個人部門で大賞である「農林水産大臣賞」を受
賞しました。自宅周辺でのオープンガーデンに
は、毎年数千人が訪れており、絶滅危惧種の保護
育成にも取り組んでいます。
　中之条町花の会は、「花とみどりで、潤い、安
らぐまちづくり～降りてみたくなる駅、歩いてみ
たくなる街、住んでみたくなる町～」を目標に掲
げ、活動に取り組んでいます。町内観光の核とな
るＪＲ中之条駅や各公共施設を花で飾り、観光客
のみならず地域の住民に対しても環境や景観への
意識の高まりを喚起しています。
　本年度より町では「花と緑のぐんまづくり推進
室」が設置され、町のキャッチフレーズが「花と
湯の町なかのじょう」に決まるなど、町全体で花
に対する関心が高まっています。そうした中で
も、中之条町花の会にはますますの発展と活躍が
期待されます。
　なお、表彰式は10月31日に東京学士会館で行わ
れました。

中之条町花の会が
「第23回全国花のまちづくりコンクール」奨励賞に
会長の福田さんも農林水産大臣賞のダブル受賞

中之条駅に飾られたハンギングバスケットと呼ばれる花植は
吾妻県民局と共同で設置されたものです

プランターへの植
栽　春と秋に植え
替えを行い、中之
条駅、役場、ツイ
ンプラザなど公共
施設に設置をして
います。

　9月23日、道の駅霊山たけやまと嵩山登山道を会場に、
トレイルラン講習会が開催されました。初心者を対象にし
た講習会で、小学4年生から75歳まで16名が参加。今年
の富士登山競争で優勝するなど山岳レースで活躍するスカ
イランナーの松本　大さん（嬬恋村出身）から、トレイル
ランニングの魅力と、走り方の基本を学びました。
　コツをつかんだ参加者は、小天狗までの山中を思い思い
に走りました。

スカイランナー松本  大さん
によるトレイルラン講習会

走り終え検討をたたえ合う参加者　左手前が松本さん

だい



　10月13日、今年は3つの地区で恒例の町
民運動会が開催されました。会場は、中之条
地区が中之条小学校校庭、沢田地区が西中学
校校庭、名久田地区が名久田小学校校庭でし
た。
　当日は絶好の運動会日和となり、子どもか
らおじいちゃん、おばあちゃんまで、色とり
どりの歓声が晴れ渡る秋空に響き渡りまし
た。
　老若男女、これだけ様々な年代が一堂に会
して声を掛け合い、励まし合うのはこの町民
運動会ぐらいではないでしょうか。少子高齢
化で出場選手が不足しているとの声も聞きま
すが、ぜひ続けてほしい行事です。

今年は3地区で町民運動会

　9月19日、六合中学校で生徒会本部役員の選挙
が行われましたが、今年の選挙は一味違いまし
た。公職選挙の仕組みを身をもって学ぶため、町
選挙管理委員会の立会い・監修のもと、立会演説
会と投票が実施されました。投票記載台や投票箱
も本物を使用しました。
　緊張感を持って臨んだ生徒たち。きっと良い経
験になったことでしょう。

町選挙管理委員会立ち会いで
六合中生徒会選挙

中之条地区のムカデ競争

沢田地区の年代別リレー

名久田地区のパン食い競争

写真手前の事務従事者も実際の選挙事務に
準じて投開票事務を行いました
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ュースと だいニュースとわだい



　9月1日から29日にかけて、計7日間にわたり「第52回
吾妻郡民体育祭」が中之条町を当番町村として行われまし
た。練習の成果を十分に発揮し、25種目のうち7種目にお
いて優勝しました。
　役員・選手の方にはご協力いただきありがとうございま
した。なお、来年度は草津町を当番町村として開催予定で
す。

第52回郡民体育祭
中之条町は7種目で優勝
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　9月18日に総合体育館柔剣道場で開催さ
れた大会の結果です。なお、参加者は9名で
した。（敬称略）

スポーツ吹き矢結果報告

1位　関　　耕一（122点）
2位　吉田　　章（115点）
3位　熊田　将大（114点）
4位　熊田　幸子（106点）
5位　高橋　昇平（ 96点）
（5射4セット、140点満点）

　9月11日に前橋総合運動公園で開催された大会
の結果です。中之条スポーツ少年団は6ペア出場
しました。（敬称略）

第37回県小学生総合体育大会
ソフトテニス大会

低学年女子の部
　優　勝　今泉菜々・竹和　凜ペア（中小）
　　　　　（全県下49ペア出場）
高学年女子の部　
　準優勝　竹和　華・保科知里ペア（中小）
　　　　　（全県下83ペア出場）

　9月22日、町総合体育館で開催された大会の結果です。参加者は44名でした。（敬称略）

第23回町民剣道大会結果

個人戦
小学生低学年の部
優　勝　水出　悠登（岩島小3）
準優勝　一場　彩希（岩島小3）
三　位　田代　美月（太田小4）
四　位　堀込志乃恵（東　小2）

小学生高学年の部
優　勝　佐藤　優士（東　小6）
準優勝　松井　優汰（原町小5）
三　位　一場隆之介（岩島小5）
四　位　星野　隼人（長野原小5）

中学一年男子の部
優　勝　美才治　新（中中）
準優勝　綿貫　壮馬（西中）
三　位　本多竜太郎（西中）
四　位　湯本　喬介（西中）

中学二年男子の部
優　勝　宮﨑　雄誠（西中）
準優勝　小渕　拓真（中中）
三　位　一場　　諒（西中）
四　位　山﨑　友輝（中中）

中学三年男子の部
優　勝　美才治　心（中中）
準優勝　富澤祐之介（中中）
三　位　町田　秀水（中中）
四　位　金木　　史（西中）

中学女子の部
優　勝　田村　瑞穗（中中3）
準優勝　篠原　　愛（中中2）
三　位　今村　温南（中中2）
四　位　町田　晴香（中中2）

紅白戦　優勝　白軍
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　日本は、世界でも有数のコケ（蘚苔類）の豊かな国で、世界のコケの約1割、1600種を超えるコケが生育していま
す。
　日本蘚苔類学会（蘚苔類に関するさまざまな分野の研究者、専門家、アマチュアなどのコケ愛好家が集い、全国各地
400名ほどの会員で組織）では、日本の貴重なコケ植物群落やコケ植物が景観的に重要な位置を占めている場所の保
護・保全を目的として「日本の貴重なコケの森」を選定しています。
　このたび、立正大学地球環境科学部教授の佐竹研一先生の力添えにより、六合地区の「チャツボミゴケ公園」が全国
でまだ20箇所しか選定されていない「日本の貴重なコケの森」に選定されました。　
　日本の国歌君が代には「～苔の生すまで」とありますが、国歌にコケが入っているのは世界中で日本だけのようで
す。コケは日本人の生活の中に密接に関わってきた、大切な植物ではないでしょうか。
日本蘚苔類学会ホームページ（http://bryosoc.org/index/）

チャツボミゴケ公園が「日本の貴重なコケの森」に選定

ュースと だいニュースとわだい

中之条町の鳥追い行事　其の七 

　昭和47年の中之条町鳥追い祭りの神
事です。現在と同じく鍋屋旅館で行われ
ている様子がうかがえます。

　「ミュゼ」では、町が誇る鳥追
い行事の歴史を追っています。そ
のため、写真や資料を探していま
す。お持ちの方は、ぜひ連絡をお
願いします。

問い合わせ
歴史と民俗の博物館「ミュゼ」
文化財保護係
☎75・1922

中之条町鳥追い祭りのスナップ（昭和47年）
（博物館「ミュゼ」所蔵）

せんたいるい

雪に覆われた冬のチャツボミゴケ公園

　写真は昨年の11月16日に初積雪があっ
た時のものです。毎年12月から雪解けの
4月まで、チャツボミゴケ公園は本格的な
冬を迎えます。
　その間、チャツボミゴケは雪の下でし
ばしの休息に入り、また来年美しく幻想
的な風景を見せてくれるでしょう。

※見学は11月30日（土）まで。再開は積
雪の状況によりますが4月中旬を予定し
ています。
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伊勢若頭賞「飛入り・千人踊り」

・伊勢若頭賞「飛入り・千人踊り」　　対比地連吉（邑楽郡）
・上 若 頭 賞「伊勢町の希望」　　　　佐藤　国弘（中之条町）
・中 若 頭 賞「花笠」　　　　　　　　増岡　学典（前橋市）
・下 若 頭 賞「まとい」　　　　　　　守屋　康弘（東京都）
・千 人 頭 賞「清々と」　　　　　　　田中　　巧（中之条町）
・神 輿 頭 賞「御輿巡行1」　　　 　　高橋　治代（前橋市）
・企 画 頭 賞「バッチリ決まってるね」中澤　正夫（東吾妻町）

　多数の応募ありがとうございました。結果は次の通りです。
（敬称略）
　なお、応募作品は、11月5日（火）から24日（日）までツイン
プラザ図書館で展示しています。

伊勢町祇園祭写真コンテスト結果発表
～11月5日からツインプラザで展示～

　8月から10月末日まで募集した「中之条町イメージキャラクター募集」では、全国から150点を超える
応募がありました。
　「中之条町イメージキャラクター審査会」で第1次審査を行い、厳選された候補作を11月15日（金）
から町内6ヶ所の投票会場および町ホームページで発表します。
　候補作の中から、中之条町のキャラクター1組を決定するのは、皆さんの投票です。
　ぜひお気に入りのキャラクターに投票してください。

イメージキャラクター最終選考はあなたの手で

「中之条町イメージキャラクター」に投票しよう！
11
月1
5日（
金）

から
投票
開始

問い合わせ　
　中之条町イメージキャラクター事務局（役場企画政策課　政策係）
　☎75・8802（直通）　メール chara@town.nakanojo.gunma.jp　担当　桜井真理

集まったのは親子のキャラクター、
着ぐるみも製作予定！
あなたの選んだキャラクターが、
様々なイベントで大活躍します。

■投票期間■
　11月15日（金）～12月1日（日）
■投票方法■
　１．投票箱に投票する。（投票箱は中之条町役場・六合支所・
　　　ツインプラザ図書館・ふるさと交流センターつむじ・道の駅霊
　　　山たけやま・道の駅六合に設置されています。）
　２．インターネットで投票する。
　　　（町ホームページ内にある専用ページから投票できます。）
　３．はがき・メールで投票する。（はがきは広報裏表紙記載の
　　　役場の住所で「中之条町イメージキャラクター事務局」へ、　
　　　メールは下記アドレスへ応募ください。）
　※投票できるのは一人一票です。
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　平成２４年度中之条町決算（一般会計、特別会計、事業
会計）について、監査委員の審査を受けて９月議会で承認
されましたので、その概要をお知らせします。
問い合わせ　役場総務課　財政係　☎７５・８８０３（直通）
　

平成24年度の

1 一 般 会 計
町政運営の基本となる会計。歳入と歳出の差額（黒字分）は翌年度繰越金になります。

算決 告報

歳　入：９８億１,９２１万円歳　出：９１億１,７６４万円

歳出の目的別状況

地方交付税

人件費

町税

町債

繰越金

国・県支出金

譲与税・交付金等

その他

人件費

物件費

公債費

補助費

積立金

投資的経費

扶助費

繰出金

その他

町職員の給与・手当、委員の報酬など

前年度比 1億 5,806 万円（1.8％）増 前年度比 2億 4,934 万円（2.6％）増

（17億 5,576 万円、19.3％）

物件費
行政運営や施設管理のための経費

（13億 8,970 万円、15.2％）

公債費
町の借入金（町債）の返済金

（11億 3,529 万円、12.5％）

（11億 651万円、12.1％）補助費
各種団体への補助金など

（10億 3,943 万円、11.4％）繰出金
特別会計等への繰り出し

（9億 8,563 万円、10.8％）

（8億 8,204 万円、9.7％）

積立金
将来に備えるための経費

投資的経費
道路、建物などの建設費

（6億 8,663 万円、7.5％）扶助費
子ども、老人などを援助する経費

（1億 3,665 万円、1.5％）その他
維持補修費など

地方交付税

地方公共団体の収入不足や収入不均
衡を是正するために国から交付され
るお金

（40億 470万円、40.8％）

町税
町民税、固定資産税など
（22億 226万円、22.4％）

国・県支出金

特定の事業に対して国や県が支出す
るお金

（10億 3,504 万円、10.6％）

町債
借入金
（6億 2,020 万円、6.3％）

繰越金
昨年度から繰り越したお金

（5億 9,934 万円、6.1％）

譲与税・交付金等

国税・県税から配分されるお金
（3億 661万円、3.1％）

その他
使用料、手数料、諸収入など

（10億 5,156 万円、10.7％）

費
務
総

費
生
民

費
育
教

費
債
公

費
木
土

費
業
産
水
林
農

費
生
衛

費
防
消

費
工
商

他
の
そ

19億 4,062 万円
（21.4％）

17億 3,713 万円
（19.1％）

11億8,843万円
（13.1％）

11億3,555万円
（12.5％）

7億1,684万円（7.9％）
7億599万円（7.8％）

7億460万円（7.8％） 3億6,449万円（4.0％）
3億1,719万円（3.5％）
2億6,444万円（2.9％）
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平成24年度の決算をお知らせします

2 特 別 会 計 ・ 事 業 会 計
町の会計には、一般会計のほかに特別会計８会計、事業会計４会計があります。

3 健全化判断比率と資金不足比率
町の財政の健康状態を示す数値です。中之条町の状態は極めて良好と言えます。

地方債残高と基金額

町債残高 71億 2,298 万円

30 億円
40 億円
50 億円

60 億円

70 億円

80 億円

42億 9,795 万円
68 億 3,044 万円
64 億 6,953 万円

68 億 3,998 万円
73 億 854 万円基 金 額

21年度末 23年度末 24年度末

一般会計などが出した赤字の割合

　「財政健全化に関する法律」によ
り、平成20年度から財政が健全で
あるかどうかを示す５つの指標を公
表しています。
　中之条町は、赤字がなく、負債も
財政規模や基金残高に対して少ない
ため、数値が算定されてないか、算
定されても非常に低い数値です。こ
れは財政が健全に運営されているこ
とを示しています。　　
　なお、「健全化基準」を超えた場
合は、財政健全化を図らなくてはな
りません。

　地方債（町債）とは町の借金です。主に建設事
業を行うときに借り入れますが、返済が進み年々
減少傾向にあります。また、基金とは将来に備え
積み立てているお金で、いわば町の貯金です。健
全な財政運営の結果、平成 24年度末では基金額
が地方債残高を上回りました。　

「特別会計」・・・特定の収入
をもって特定の歳出に充てる
ことがふさわしい事業を特別
会計として運営しています。
「事業会計」・・・より企業的
色彩の強い会計で、利用者か
らの収入で必要な経費を賄う
ことを原則としています。

町の全ての会計を合わせた赤字の割合

健全化判断比率

歳入特別会計 歳出 差引残額

実質赤字比率

国民健康保険
後期高齢者医療
介護保険
四万へき地診療所
介護老人保健施設ゆうあい荘
簡易水道事業（六合地区）
下水道事業
農業集落排水事業

町民１人あたり
借金は 382,699 円
貯金は 408,915 円

24 億 9,106 万円
  2 億 1,886 万円
15億 3,097 万円

8,101 万円
5億 2,673 万円

5,258 万円
8億 7,072 万円
3億 1,517 万円

22億 9,570 万円
   2 億 1,852 万円
14億 5,302 万円

6,478 万円
5億 1,248 万円

4,830 万円
7億 5,801 万円
2億 8,131 万円

1億 9,536 万円
34万円

7,795 万円
1,623 万円
1,425 万円
428万円

1億 1,271 万円
3,386 万円

自動車教習所事業
国民宿舎事業
簡易水道事業
上水道事業

9.0％ 25.0％

14.21％

19.21％

350.0％

20.0％

算定されず

算定されず

算定されず

算定されず
（赤字なし）

（赤字なし）
連結実質赤字比率

公債費（借入金の返済額）の割合
実質公債費比率

将来負担しなければならない負債額の割合
将来負担比率

中之条町 早期健全化基準

公営企業会計毎に見た資金不足の割合

資金不足比率
資金不足比率

中之条町 経営健全化基準

歳入事業会計 歳出 差引残額
9,462 万円

1億 381万円
1億 2,210 万円
2億 4,845 万円

9,896 万円
1億 279万円
9,646 万円

2億 188万円

▲434万円
102万円
2,564 万円
4,657 万円

70億 5,227 万円
54 億 2,325 万円

22 年度末

町の
お財布の中身

上水道施設
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からのお知らせ

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
検
討
協
議
会

が
発
足
し
ま
し
た

町
の
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
地
産
地
消
」
の
取
り
組
み
の
一
環

木
質
バ
イ
オ
マ
ス
事
業
化
に
向
け
、
本
格
的
な
検
討
を
行
い
ま
す

10
月
15
日
か
ら
ス
タ
ー
ト

　
町
に
は
豊
富
な
森
林
資
源
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
を
活
用
し
た
木
質
バ
イ
オ
マ

ス
の
事
業
化
に
向
け
て
、
協
議
会
を
立

ち
上
げ
ま
し
た
。

　
メ
ン
バ
ー
は
、
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所

の
計
画
、
建
設
、
運
営
に
か
か
る
業
務

経
験
豊
か
な
専
門
家
、
地
域
の
森
林
資

源
に
精
通
す
る
有
識
者
な
ど
か
ら
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

　
今
後
の
協
議
会
で
の
検
討
結
果
は
、

広
報
で
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
企
画
政
策
課
　
エ
ネ
ル
ギ
ー
対

策
室

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
本
政
雄

　「木質バイオマス」とは、木材からつくられる再生利用が
可能なエネルギー源のことです。具体的には、間伐材や建築
廃材などを砕いた木くずや、小さく固めたペレットを燃や
し、熱や蒸気をエネルギーとして利用します。「木質バイオ
マス発電」とは、そのエネルギーを利用して発電を行うこと
を言います。

「木質バイオマス」とは？

　役　職
会　　長
座　　長
会長代理
副 会 長
理　　事
監　　事
コーディネーター
コーディネーター
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
委　　員
支援担当者
支援担当者
事務局長
事務局員
事務局員

　氏　名
折田謙一郎
福田　隆政
伊能　正夫
池田　正三
林　　　肇
萩原　　裕
吉田　昭雄
小室　正則
白木　　智
高山　光男
宇敷　孝夫
立石　利雄
岩橋　　孝
上野　雄介
紀井　幸一
山崎　　朗
関本　隆一
松原　弘直
山下　紀明
山本　政雄
山本　嘉光
松井　敬和

　　　　　　　　所　　　　属
中之条町長
（一社）日本森林技術協会理事
中之条町副町長
林野庁関東森林管理局吾妻森林管理署長
吾妻素材生産組合組合長
吾妻環境森林事務所所長
吾妻森林組合総務課長
株式会社　Ｖ-Power取締役
吾妻森林管理署森林技術指導官
高山林業株式会社代表取締役
四万林業協業組合代表理事　
立石木材株式会社会長
株式会社バイテック環境戦略部門部門長
株式会社バイテックローカルエナジー代表取締役
栗原工業株式会社営業部課長
中之条町役場農林課長
中之条町役場企画政策課長
認定NPO法人　環境エネルギー政策研究所理事、主席研究員
認定NPO法人　環境エネルギー政策研究所主任研究員
中之条町役場企画政策課エネルギー対策室長
中之条町役場企画政策課エネルギー対策係長
中之条町役場農林課有害鳥獣林業対策室長

中之条町木質バイオマス事業化検討協議会役員（敬称略）

町内の豊かな森林（大字四万湯原上空）
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からのお知らせ

　
町
で
は
、
主
要
施
策
な
ど
に
つ
い
て

説
明
し
、
身
近
な
ご
意
見
や
ご
質
問
を

伺
う
た
め
、
町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
し
て
い

く
た
め
に
も
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
出
席

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

申
込
方
法　
申
込
不
要
。
直
接
会
場
へ

お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
行
政
推
進
課　
秘
書
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
0
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当　
飯
塚
剛
夫

町
政
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す

11
月
12
日
〜
26
日
の
間
に
7
会
場
で
開
催

　

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む

じ
」
の
小
規
模
店
舗
へ
の
出
店
希
望
者

を
募
集
し
ま
す
。

　
つ
む
じ
全
体
の
調
和
を
尊
重
し
、
柔

軟
な
発
想
と
起
業
意
欲
を
持
っ
た
人
、

地
域
の
商
店
街
の
活
性
化
に
熱
意
を
持

っ
て
取
り
組
め
る
人
を
歓
迎
し
ま
す
。

【
募
集
店
舗
の
概
要
】

募
集
数　
1
店
舗
（
約
17
㎡
）

※
営
業
時
間
内
に
随
時
見
学
く
だ
さ

い
。

店
舗
構
造　
木
造
平
屋
建
て

家
賃
等　
月
額
2
万
円
、
共
益
費
5
千

円
、
そ
の
他
保
証
金
、
水
道
光
熱
費
等

契
約
期
間　
平
成
27
年
6
月
末
ま
で

営
業
時
間　
10
時
か
ら
23
時
以
内

応
募
方
法　
出
店
希
望
申
込
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
て
役
場
観
光
商
工
課

（
つ
む
じ
内
）
へ
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
、
観
光
商
工
課
へ
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

選
考
方
法　
11
月
30
日
（
土
）
ま
で
の

申
し
込
み
分
を
取
り
ま
と
め
、
書
類
・

面
接
審
査
を
行
い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
観
光
商
工
課　
観
光
係
（
ふ
る

さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
じ
」
内
）

　
　
　
☎
2
6
・
7
7
2
7
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
担
当　
宮
﨑
毅
一
郎

ふ
る
さ
と
交
流
セ
ン
タ
ー
「
つ
む
じ
」

小
規
模
店
舗
出
店
希
望
者
募
集

募
集
は
1
店
舗
、
起
業
意
欲
の
旺
盛
な
人
を
待
っ
て
い
ま
す

11月12日（火） 　　ツインプラザ大会議室
13日（水） 　　役場２階大会議室
14日（木） 　　沢田公民館
18日（月） 　　六合支所
19日（火） 　　六合活性化センター
25日（月） 　　伊参公民館
26日（火） 　　名久田公民館

いずれも
19時～

町政懇談会日程

つむじの小規模店舗の様子

日　時　　　　　　　　場　　所 　　　　　　時　間
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古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消
火
器
な
ど
の

有
料
回
収
を
行
い
ま
す

2
年
に
1
度
の
回
収
で
す
　
倉
庫
の
中
を
も
う
一
度
チ
ェ
ッ
ク

　
リ
サ
イ
ク
ル
と
環
境
美
化
の
推
進
を

図
る
た
め
、
一
般
家
庭
で
処
分
に
困
っ

て
い
る
古
タ
イ
ヤ
・
バ
ッ
テ
リ
ー
・
消

火
器
等
の
有
料
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
日
時
等
を
確
認
の
う
え
役
場
ま
で
持

参
く
だ
さ
い
。

日
　
時
　
12
月
8
日
（
日
）

　
　
　
　
8
時
30
分
〜
11
時
30
分

会
　
場
　
役
場
駐
車
場

料
　
金
　
料
金
表
の
と
お
り
　

　
な
お
、
当
日
、
会
場
内
は
一
方
通
行

と
な
り
ま
す
。
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
係

員
の
誘
導
に
従
っ
て
移
動
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　
役
場
保
健
環
境
課
　
環
境
衛
生
係

（
保
健
セ
ン
タ
ー
）

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
4
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
山
田
克
仁

　農林水産省では、耕地面積などを正確に把握するため、面積調査を行っ
ています。これは、全ての土地を隙間なく200ｍ×200ｍの格子状に等分
した区域の中から、無作為に抽出した区域（標本）内の耕地を現地で職員
等が調査するものです。
調査の内容　耕地（田・畑）や冬作物の作付けの状況を確認したり、けい
　　　　　　畔幅や長さを計測します。
期　　　間　11月上旬から12月下旬
問い合わせ　関東農政局前橋地域センター沼田支所　☎0278・23・2044

■耕地の面積調査を実施します

【会場案内】

役場庁舎

タイヤ積み
降ろし場所

車　庫

保
健

セ
ン
タ
ー

近
藤
公
園

精
算

県
道
中
之
条
湯
河
原
線

料金（円/本・個）種　　類
150円
280円
500円
30円
70円
20円
100円
500円
800円

普通自動車タイヤ　18インチまで
2～4トン車・4ＷＤ車タイヤ
大型自動車タイヤ
バイクタイヤ（小）
バイクタイヤ（大）
自転車タイヤ
一輪車タイヤ
農機具タイヤ　14インチまで
農機具タイヤ　15～18インチ

【料金表】
料金（円/本・個）種　　類
1,600円

0円
0円

200円
700円
1,000円

農機具タイヤ　19～24インチ
ホイール・タイヤチェーン
車用バッテリー
バイク用バッテリー
粉末消火器（赤い部分が50cm未満）
粉末消火器（赤い部分が50cm以上） 

○料金表にないサイズなどは別途料金がかかる場合が
　あります。
○各タイヤともホイール付可

出
口

入
口
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「
あ
が
つ
ま
地
域
農
業
用
廃
資
材
等

適
正
処
理
推
進
協
議
会
」
で
は
、
農
業

用
廃
材
の
回
収
を
行
い
ま
す
。

　
な
お
、
農
ビ
・
農
ポ
リ
の
混
ざ
り
は

引
き
受
け
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
正
確
な

分
別
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
農
ポ
リ
・
P
O
・
P
E
・
マ
ル
チ
・

　
肥
料
袋
の
回
収

日
　
時　
12
月
4
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　
6
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
〜
15
時

農
家
負
担　
1
㎏
当
た
り
約
25
円
を
予

定②
農
業
用
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
（
農
ビ
）
の

　
回
収

日
　
時　
12
月
9
日
（
月
）
・

　
　
　
　
　
　
10
日
（
火
）

　
　
　
　
9
時
〜
15
時

農
家
負
担　
1
㎏
当
た
り
約
50
円
を
予

定③
不
要
農
薬
・
農
薬
空
容
器
等
の
回
収

日
　
時　
12
月
2
日
（
月
）
・

　
　
　
　
　
　
3
日
（
火
）

　
　
　
　
9
時
〜
15
時

農
家
負
担　
1
㎏
当
た
り
約
2
5
0
円

を
予
定

※
特
殊
な
物
（
P
C
P
・
ド
ロ
ク
ロ

等
）
は
別
料
金

④
ド
ロ
ク
ロ
空
缶
・
パ
イ
プ
廃
材
・
農

　
機
具
（
金
属
の
み
）
の
回
収

日
　
時　
12
月
4
日
（
水
）
〜

　
　
　
　
　
　
6
日
（
金
）

　
　
　
　
9
時
〜
15
時

農
家
負
担　
ド
ロ
ク
ロ
缶
1
缶
当
た
り

20
円
（
期
間
中
は
自
己
潰
し
作
業
の

み
）
パ
イ
プ
廃
材
、
農
機
具
（
金
属
の

み
）
は
無
料

回
収
場
所　
J
A
あ
が
つ
ま　
東
部
営

農
経
済
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ａ
あ
が
つ
ま　
東
部
営
農
経
済
セ

ン
タ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
☎
6
8
・
2
1
4
8

農
業
用
廃
材
を
回
収
し
ま
す

農
薬
の
空
き
容
器
や
マ
ル
チ
の
処
分
に
困
っ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
児
童
虐
待
を
防
止
す
る
た
め
に
は
、

虐
待
を
早
期
に
発
見
し
、
そ
の
家
庭
に

対
し
て
適
切
な
支
援
を
す
る
こ
と
が
重

要
で
す
。
周
り
の
人
た
ち
が
気
づ
く
こ

と
、
知
ら
せ
る
こ
と
で
子
ど
も
を
救
え

ま
す
。

　
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る
子
ど
も

を
見
つ
け
た
と
き
や
、
ご
自
身
が
出
産

や
子
育
て
に
悩
ん
だ
時
に
は
、
児
童
相

談
所
や
町
窓
口
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。

連
絡
・
通
告
・
相
談
先

　
教
育
委
員
会
こ
ど
も
未
来
課

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
2
5
（
直
通
）

　
中
央
児
童
相
談
所
北
部
支
所

　
　
☎
0
2
7
9
・
2
0
・
1
0
1
0

　
こ
ど
も
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
24

　
　
☎
0
1
2
0
・
7
8
3
・
8
8
4

　
（
携
帯
電
話
か
ら
）

　
　
☎
0
2
7
・
2
6
3
・
1
1
0
0

　
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル

　
　
☎
0
5
7
0
・
0
6
4
・
0
0
0

※
通
告
者
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
。

子
ど
も
を
虐
待
か
ら

守
る
た
め
の
5
カ
条

【
そ
の
一
】

　
「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
迷

わ
ず
連
絡
（
通
告
）
を

【
そ
の
二
】

　
「
し
つ
け
の
つ
も
り
…
」
は
言

い
訳
。
子
ど
も
の
立
場
で
判
断

【
そ
の
三
】

　
ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
な
い
。
あ

な
た
に
で
き
る
こ
と
か
ら
行
動
を

【
そ
の
四
】

　

親
の
立
場
よ
り
子
ど
も
の
立

場
。
子
ど
も
の
命
が
最
優
先

【
そ
の
五
】　

　
虐
待
は
あ
な
た
の
ま
わ
り
で
も

起
こ
り
う
る

11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
で
す

「
さ
し
の
べ
た
そ
の
手
が
子
ど
も
の
命
綱
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

「
お
か
し
い
」
と
思
っ
た
ら
迷
わ
ず
連
絡
を
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
対
す
る
助
成
金
を
活
用
し
て

地
域
づ
く
り
を

郷
土
芸
能
の
振
興
な
ど
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す

　
行
政
区
や
芸
能
保
存
会
な
ど
地
域
住

民
が
組
織
す
る
団
体
に
対
し
、
宝
く
じ

の
収
益
金
を
財
源
と
し
た
助
成
事
業
が

あ
り
ま
す
。

　
（
財
）
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」
と
（
公

財
）
群
馬
県
市
町
村
振
興
協
会
に
よ
る

「
魅
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事

業
」
と
が
あ
り
、
ど
ち
ら
も
次
の
よ
う

な
事
業
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。

事
業
例

・
祭
り
や
運
動
会
な
ど
地
区
行
事
に
用

い
る
備
品

・
地
域
の
生
活
安
全
や
地
域
防
災
、
防

犯
の
た
め
の
設
備

・
獅
子
頭
、
太
鼓
、
山
車
な
ど
伝
統
芸

能
関
連
備
品
の
購
入
お
よ
び
修
繕

・
集
会
施
設
の
新
築
、改
築
、修
繕
お

よ
び
備
品

申
込
方
法
　
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
発
展
に
資
す
る
備
品
等
を
希
望
す
る

場
合
は
、
行
政
区
等
か
ら
役
場
へ
申
請

し
、
事
業
の
採
択
を
受
け
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
総
務
課
　
行
政
係

　
　
　
☎
7
5
・
8
8
0
6
（
直
通
）

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
水
出
浩
之

　警察では、被害者やその家族が一日でも早く元の生活に戻れるよう支援を行っています。
○情報提供　刑事手続きや捜査・裁判過程で利用できる制度、相談窓口の情報を提供しています。
○経済的負担の軽減　特定の犯罪で傷害等を負った場合、医療費等の一部を警察が支出するなど、
　　　　　　　　　負担軽減制度があります。

○精神的負担の軽減　安心して被害届出や相談できるよう、犯罪被害者相談電話を設置し、カウン
　　　　　　　　　セリング体制を整備しています。
○安全の確保　同一の犯人から再度危害を受けないように、防犯指導や立ち寄り警戒、様々な機材
　　　　　　を活用した安全対策を講じます。
○犯罪被害者等給付金制度　死亡、負傷、疾病が生じた場合に、国が一時金を支給する制度があり
　　　　　　　　　　　　 ます。

問い合わせ　吾妻警察署警務課　☎68・0110

一般コミュニティ助成事業
平成25年度実績

「反下獅子舞保存会」
（沢田地区第7区）

　長年の使用により傷みの激しかった獅
子舞に使用する獅子頭と天狗面、猿面を
修繕しました。
（写真は修復された獅子頭が早速披露さ
れた10月6日の郷土芸能発表会）

■知っていますか？　警察が行う犯罪被害者支援制度
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Information

情報
イベントやスポーツ大会、
職員募集などの

　
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
時
間
額

6
9
6
円
か
ら
7
0
7
円
に
改
正

さ
れ
、
10
月
13
日
（
日
）
か
ら
発

効
し
て
い
ま
す
。

　
群
馬
県
最
低
賃
金
は
、
県
内
の

事
業
所
で
働
く
す
べ
て
の
労
働
者

と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
ま

す
。

　
ま
た
、
特
定
の
製
造
業
に
つ
い

て
は
、
群
馬
県
最
低
賃
金
よ
り
時

間
額
が
高
い
特
定
（
産
業
別
）
最

低
賃
金
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
詳
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

問
い
合
わ
せ

群
馬
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

☎
0
2
7
・
2
1
0
・
5
0
0
5

　
福
祉
・
介
護
分
野
に
就
職
を
希

望
す
る
人
、
福
祉
の
仕
事
・
資
格

に
つ
い
て
知
り
た
い
人
を
対
象
に

無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

事
前
予
約
不
要
で
す
。
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

場
　
所
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
中
之
条

日
　
時
　
毎
月
第
2
・
第
4
月
曜

　
　
　
　
13
時
30
分
〜

　
　
　
　
15
時
30
分

　
　
　
　
（
祝
祭
日
除
く
）

問
い
合
わ
せ

県
社
会
福
祉
協
議
会

☎
0
2
7
・
2
5
5
・
6
6
0
0

　
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、
嘱

託
職
員
（
介
護
支
援
専
門
員
）
と

登
録
ヘ
ル
パ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

○
嘱
託
職
員
（
介
護
支
援
専
門

員
）

募
集
人
員
　
1
人

募
集
要
件
　
介
護
支
援
専
門
員
の

資
格
を
有
す
る
人

給
　
与
　
中
之
条
町
社
会
福
祉
協

議
会
給
与
規
程
に
よ
る

雇
用
期
間
　
平
成
26
年
4
月
1
日

〜
平
成
27
年
3
月
31
日

○
登
録
ヘ
ル
パ
ー

募
集
要
件
　
55
歳
以
下
で
ヘ
ル
パ

ー
2
級
以
上

賃
　
金
　
時
給
1
、
2
0
0
円

申
込
方
法
　
資
格
証
の
写
し
と
市

販
の
履
歴
書
用
紙
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

受
付
期
間
　
11
月
29
日（
金
）ま
で

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
9

　
　
　
　
　
　
担
当
　
林
　
克
徳

　
今
ま
で
に
料
理
を
し
た
こ
と
の

な
か
っ
た
男
性
を
対
象
に
、
料
理

の
基
本
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

　
多
く
の
男
性
に
料
理
に
関
心
を

持
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
目
的
で

す
の
で
、
介
護
を
し
て
い
な
い
男

性
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
21
日
（
木
）

　
　
　
　
10
時
〜
12
時

場
　
所
　
中
之
条
町
保
健
セ
ン
タ

ー
2
階
栄
養
実
習
室

費
　
用
　
無
料

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
・
頭
を
覆
う

物
（
手
ぬ
ぐ
い
な
ど
）

申
込
期
限
　
11
月
14
日
（
木
）

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
役
場
住
民
福
祉
課
　
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
7
5
・
8
8
3
5
（
直
通
）

　
　
　
　
　
担
当
　
関
口
喜
佐
子

　
町
で
は「
中
之
条
町
の
歳
時

記
」を
編
集
中
で
す
。「
歳
時
記
」

に
は
、季
節
の
祭
り
や
行
事
を
掲

載
す
る
こ
と
で
、「
あ
り
し
日
の
故

郷
中
之
条
」を
後
世
に
伝
え
ま
す
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
ど
う
し
て
も

見
つ
か
ら
な
い
写
真
が
あ
り
ま

す
。
も
し
、
次
の
写
真
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

①
昭
和
の
祭
り
、
正
月
や
お
盆
の

風
景
、
十
日
夜
や
庚
申
講
な
ど

の
行
事
に
関
連
す
る
写
真
。

②
田
植
え
や
養
蚕
、
採
草
地
で
の

草
刈
り
、
炭
焼
き
な
ど
農
山
村

の
風
景
や
仕
事
に
関
係
し
た
写

真
。

③
子
ど
も
が
遊
ぶ
写
真
。
例
え
ば

広
場
で
の
子
ど
も
の
遊
び
、
川

で
の
水
浴
び
、
天
神
待
ち
や
竹

ス
キ
ー
な
ど
。

④
家
で
行
っ
た
こ
ろ
の
結
婚
式
や

葬
送
の
行
列
な
ど
の
民
俗
資
料

に
関
す
る
写
真
。

⑤
昔
の
道
路
な
ど
の
工
事
や
災
害

状
況
を
知
る
よ
う
な
歴
史
資
料

的
な
写
真
。

問
い
合
わ
せ

歴
史
と
民
俗
の
博
物
館「
ミ
ュ
ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

群
馬
県
最
低
賃
金
は

時
間
額
7
0
7
円
に

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で

福
祉
の
仕
事
出
張
相
談

妻
や
母
を
介
護
す
る
男
性

の
た
め
の
料
理
基
本
講
座

「
中
之
条
町
の
歳
時
記
」

編
纂
の
た
め
、
資
料
写
真

を
探
し
て
い
ま
す

行
政・労
働

募
　
集

町
社
会
福
祉
協
議
会

職
員
募
集

職
員
募
集

Information

去年の講座の様子

こ
う
し
ん
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町
教
育
委
員
会
と
文
化
財
専
門

委
員
会
で
は
、
私
た
ち
の
身
近
に

あ
る
文
化
財
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
文
化
財
を
テ
ー
マ
に

し
た
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
。

　
今
年
は
、
1
2
6
点
の
応
募
が

あ
り
ま
し
た
。
応
募
作
品
の
す
べ

て
が
展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

期
　
日
　
11
月
24
日
（
日
）
ま
で

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
図
書
館

の
閲
覧
コ
ー
ナ
ー

問
い
合
わ
せ

　
歴
史
と
民
俗
の
博
物
館
「
ミ
ュ

ゼ
」

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
1
9
2
2

【
小
学
校
低
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

「
沢
渡
神
社
」

池
田
尚
文
（
沢
田
小
1
年
）

優
秀
賞

山
田
瑛
士
（
中
之
条
小
1
年
）

唐
沢
源
（
中
之
条
小
2
年
）

藤
生
ほ
の
か
（
中
之
条
小
2
年
）

【
小
学
校
中
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

「
チ
ャ
ツ
ボ
ミ
ゴ
ケ
公
園
」

山
田
結
子
（
中
之
条
小
4
年
）

優
秀
賞

黒
岩
亮
太
（
中
之
条
小
3
年
）

小
渕
優
菜
（
中
之
条
小
4
年
）

木
暮
歌
織
（
中
之
条
小
4
年
）

福
原
愛
菜
（
名
久
田
小
4
年
）

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】

最
優
秀
賞

「
迫
力
の
富
沢
宅
」

山
口
桜
子
（
中
之
条
小
6
年
）

優
秀
賞

髙
橋
愛
里
（
中
之
条
小
5
年
）

青
木
森
音
（
中
之
条
小
5
年
）

鉾
田
葵
（
沢
田
小
5
年
）

宮
﨑
匡
紘
（
沢
田
小
6
年
）

綿
貫
敬
斗
（
名
久
田
小
6
年
）

黒
岩
登
夢
（
六
合
小
5
年
）

山
口
達
也
（
六
合
小
5
年
）

【
中
学
生
の
部
】

最
優
秀
賞

「
ケ
ヤ
キ
」

野
口
珠
希
（
中
之
条
中
3
年
）

優
秀
賞

富
澤
祐
之
介
（
中
之
条
中
3
年
）

田
中
建
伍
（
六
合
中
3
年
）

 

津
軽
三
味
線
と
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン

の
和
洋
ユ
ニ
ッ
ト
「hanam

as

（
ハ
ナ
マ
ス
）
コ
ン
サ
ー
ト
」
を

開
催
し
ま
す
。

日
　
時
　
11
月
24
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
交
流
ホ
ー
ル

入
場
料
　
前
売
券
　
5
0
0
円

　
　
　
　
当
日
券
　
7
0
0
円

申
込
方
法
　
入
場
券
は
、
ツ
イ
ン

プ
ラ
ザ
・
六
合
支
所
で
販
売
し
て

い
ま
す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

　
野
球
評
論
家
で
日
本
体
育
大
学

客
員
教
授
の
野
村
克
也
氏
に
よ
る

講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

講
演
テ
ー
マ
　「
野
村
再
生
工
場

〜
叱
り
方・褒
め
方・教
え
方
〜
」

日
　
時
　
12
月
8
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

会
　
場
　
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
（
中
之
条
町
文
化
会
館
）

入
場
料
　
前
売
券
1
、
0
0
0
円

　
　
　
　
当
日
券
1
、
2
0
0
円

申
込
方
法
　
入
場
券
は
、
ツ
イ
ン

プ
ラ
ザ
・
バ
イ
テ
ッ
ク
文
化
ホ
ー

ル
・
六
合
支
所
で
販
売
し
て
い
ま

す
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
大
学
事
務
局
（
中
央
公

民
館
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
3

日
　
時
　
11
月
27
日
（
水
）

　
　
　
　
13
時
30
分
〜
16
時
30
分

会
　
場
　
東
吾
妻
町
コ
ン
ベ
ン
シ

ョ
ン
ホ
ー
ル

内
　
容
　
地
域
と
学
校
の
連
携
に

関
す
る
講
演
と
郡
内
の
実
践
発
表

（
「
子
ど
も
の
発
達
と
地
域
の
教

育
力
」
と
題
し
た
専
門
家
に
よ
る

講
演
と
、
県
食
生
活
改
善
推
進
員

連
絡
協
議
会
中
之
条
支
部
に
よ
る

事
例
発
表
）

対
象
者
　
保
護
者
や
地
域
で
教
育

活
動
を
し
て
い
る
人
の
ほ
か
、
教

育
に
興
味
・
関
心
の
あ
る
人

申
込
方
法
　
11
月
19
日
（
火
）
ま

で
に
電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い

（
当
日
の
受
付
も
可
能
）

問
い
合
わ
せ
　

　
吾
妻
教
育
事
務
所
生
涯
学
習
係

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
3
3
7
0

　
　
　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
中

ふ
る
さ
と
の

文
化
財
絵
画
展

11
月
24
日（
日
）ま
で

中
之
条
大
学
　
音
楽
講
座

「
ハ
ナ
マ
ス
」コ
ン
サ
ー
ト

中
之
条
大
学
　
公
開
講
座

野
村
克
也
講
演
会

地
域
と
学
校
の
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
推
進
フ
ォ
ー
ラ
ム

催
　
し

【小学校中学年の部】最優秀賞
「チャツボミゴケ公園」山田結子

【
中
学
生
の
部
】
最
優
秀
賞　

「
ケ
ヤ
キ
」
野
口
珠
希

【小学校低学年の部】最優秀賞
「沢渡神社」池田尚文

【
小
学
校
高
学
年
の
部
】
最
優
秀
賞　

「
迫
力
の
富
沢
宅
」
山
口
桜
子



Information

～中之条町の石碑～

真田時代開削の名久田の用水
ふるさと
再発見
〈214〉

　
「
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
」

で
は
、
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
を
テ
ー

マ
と
し
た
講
演
会
を
開
催
し
ま

す
。

　
自
然
保
護
行
政
の
最
前
線
で
活

躍
す
る
環
境
省
課
長
に
よ
る
貴
重

な
講
演
で
す
。

日
　
時
　
11
月
10
日
（
日
）

　
　
　
　
14
時
開
演

会
　
場
　
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
交
流
ホ
ー
ル

講
　
師
　
環
境
省
自
然
環
境
局
野

生
生
物
課
　課
長
　中
島
慶
二
さ
ん

内
　
容
　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
つ

い
て
基
礎
的
知
識
や
国
内
の
登
録

地
の
紹
介
な
ど

申
込
方
法
　
電
話
で
事
務
局
ま
で

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
芳
ヶ
平
湿
原
周
辺
の
ラ
ム
サ
ー

ル
条
約
登
録
を
実
現
す
る
会
事
務

局
（
役
場
企
画
政
策
課
　
ラ
ム
サ

ー
ル
条
約
推
進
室
）
　

　
　
　
　
　
☎
7
5
・
8
8
3
7

　
　
　
　
　
　
担
当
　
中
澤
昌
彦

日
　
時
　
11
月
17
日
（
日
）

　
　
　
　
9
時
30
分
〜

会
　
場
　
総
合
体
育
館

対
　
象
　
小
学
3
年
生
以
上

※
小
中
学
生
の
み
の
チ
ー
ム
は
20

歳
以
上
の
責
任
者
を
付
け
る
。

※
原
則
4
人
以
上
1
チ
ー
ム

※
個
人
参
加
も
受
け
付
け
ま
す
。

費
　
用
　
1
0
0
円
（
保
険
料
含

む
）

用
意
す
る
物
　
昼
食
（
弁
当

等
）
、
室
内
用
シ
ュ
ー
ズ
、
タ
オ

ル
、
飲
み
物

申
込
方
法
　
11
月
11
日
（
月
）
ま

で
に
ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
に
用
意
し
て

あ
る
申
込
書
に
費
用
を
添
え
て
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
中
之
条
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

K
E
Y
A
K
I
事
務
局
（
教
育
委

員
会
生
涯
学
習
課
内
）
　

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
田
村
　
将
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秋
季
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

交
流
大
会

「
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に
つ
い
て
」

環
境
省
自
然
環
境
局

野
生
生
物
課
長
講
演
会

ス
ポ
ー
ツ

芳ヶ平湿原の池塘（ちとう）

　
中
之
条
町
誌
に
よ
る
と
真
田
時
代
に
開
削
が
始

め
ら
れ
た
用
水
や
堰
が
十
四
箇
所
あ
り
ま
す
。
特

に
名
久
田
地
区
は
間
歩
用
水
な
ど
数
が
多
く
、
大

塚
用
水
、
矢
場
用
水
、
横
尾
上
堰
、
横
尾
中
堰
、

赤
坂
上
堰
、
赤
坂
中
堰
、
平
鳴
沢
用
水
が
あ
げ
ら

れ
て
い
ま
す
。
開
削
の
始
ま
り
は
、
領
内
の
土
地

開
発
に
特
に
熱
心
で
「
開
発
狂
」
と
の
異
名
も
あ

る
藩
主
真
田
信
政
の
時
代
か
と
思
わ
れ
ま
す
。
資

材
も
道
具
も
現
在
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど

の
差
が
あ
っ
て
も
、
田
を
う
る
お
す
水
を
求
め
て

人
々
が
命
が
け
で
開
削
と
維
持
管
理
に
あ
た
っ
た

跡
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
た
。

　
大
塚
の
西
向
き
観
音
堂
の
近
く
に
は
昭
和
十
三

年
に
大
塚
用
水
を
改
修
し
た
記
念
碑
が
あ
り
ま
す
。

碑
に
は
日
照
り
が
続
く
と
水
争
い
が
お
こ
り
徹
夜

の
水
番
が
あ
っ
た
話
、
吉
田
勝
三
郎
が
中
心
に

な
っ
て
取
水
量
を
増
や
す
た
め
の
隧
道
工
事
が
困

難
で
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
横
尾
上
堰
に
は
素
掘
り
の
ま
ま
の
場
所
が
今
も

多
く
残
り
、
八
幡
神
社
の
付
近
は
水
路
が
尾
根
を

横
切
る
た
め
深
さ
が
三
ｍ
を
越
え
る
掘
割
が
三
十

m
以
上
も
続
き
、
途
中
に
大
き
な
段
差
も
あ
り
測

量
の
精
度
が
悪
か
っ
た
工
事
の
苦
労
の
跡
が
見
え

て
き
ま
す
。
こ
の
辺
り
は
地
質
も
悪
く
水
漏
れ
が

多
く
現
在
も
応
急
補
修
を
し
な
が
ら
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
横
尾
中
堰
は
間
歩
用
水
の
真
上
の
崖
を
横
切
っ

て
お
り
、
礫
層
や
粘
土
層
の
崖
の
上
部
を
斜
め
に

削
り
込
む
よ
う
に
水
路
が
作
ら
れ
て
い
ま
す
。
現

在
の
水
路
は
変
更
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
樋
を
渡
し

て
使
い
続
け
た
と
思
わ
れ
る
場
所
は
、
今
で
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
製
の
水
路
が
鎖
と
ワ
イ
ヤ
ロ
ー
プ
で

吊
ら
れ
た
ま
ま
の
状
態
で
残
り
、
開
削
時
の
苦
労

と
そ
の
後
の
維
持
管
理
が
並
大
抵
で
は
な
か
っ
た

こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　
赤
坂
中
堰
に
は
宮
沢
を
ま
た
い
で
水
路
が
通
り
、

そ
の
付
近
で
は
水
漏
れ
が
多
く
、
昭
和
二
十
年
代

に
素
掘
り
の
隧
道
に
し
ま
し
た
が
天
井
の
崩
落
が

多
く
内
部
は
切
り
石
で
蓋
が
し
て
あ
り
ま
す
。
溜

ま
っ
た
砂
を
狭
い
水
路
か
ら
か
き
出
す
苦
労
は
大

変
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　
平
鳴
沢
用
水
の
水
源
は
一
部
を
町
の
上
水
道
に

供
給
で
き
る
ほ
ど
の
豊
富
な
湧
水
で
す
が
、
山
の

中
を
地
形
に
そ
っ
て
水
路
が
作
ら
れ
て
お
り
水
漏

れ
や
斜
面
の
崩
壊
が
起
こ
り
や
す
い
場
所
も
見
ら

れ
ま
す
。
上
水
道
の
減
圧
槽
の
付
近
は
深
さ
三
ｍ

以
上
の
掘
割
が
二
五
〇
m
近
く
続
き
ま
す
。
用
水

は
維
持
管
理
を
怠
れ
ば
わ
ず
か
な
水
漏
れ
が
土
手

を
崩
し
ま
す
。
鉄
製
や
ビ
ニ
ー
ル
製
の
資
材
が
な

か
っ
た
時
代
の
大
変
さ
は
想
像
も
で
き
ま
せ
ん
。

日
照
り
に
な
れ
ば
取
水
口
の
水
を
巡
る
争
い
も
あ

つ
た
よ
う
で
す
。

　
生
活
の
水
を
確
保
す
る
た
め
工
事
を
行
い
維
持

管
理
が
続
け
ら
れ
て
い
る
場
所
を
巡
る
と
、
先
人

の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
驚
き
と
敬
意
を
払
わ
ず
に
は

い
ら
れ
ま
せ
ん
。文

化
財
専
門
委
員　
松
本
倖
市
郎

せ
き

ぜ
き

や　
ば

ま　
ぶ

の
ぶ
ま
さ

か
つ
さ
ぶ
ろ
う

ず
い
ど
う

れ
き
そ
う

と
い

ふ
た

す　
ぼ



登
録
料
　
1
チ
ー
ム
3
、
0
0
0

円申
込
方
法
　
11
月
7
日
（
木
）、

19
時
か
ら
役
場
大
会
議
室
で
行
わ

れ
る
監
督
会
議
ま
で
に
登
録
料
と

ツ
イ
ン
プ
ラ
ザ
に
あ
る
オ
ー
ダ
ー

表
を
添
え
て
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
町
体
協
陸
上
部
事
務
局
（
教
育

委
員
会
生
涯
学
習
課
）

　
　
　
　
　
☎
7
6
・
3
1
1
1

　
　
　
　
　
　
担
当
　
関
　
侑
介

　
恒
例
の
駅
伝
競
走
大
会
を
開
催

し
ま
す
。
日
ご
ろ
の
練
習
成
果
は

も
ち
ろ
ん
、
み
ん
な
で
タ
ス
キ
を

つ
な
ぐ
楽
し
さ
を
味
わ
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
　
時
　
11
月
23
日
（
祝
）

　
　
　
　
9
時
30
分
ス
タ
ー
ト

種
　
別
　
・
体
協
支
部
対
抗
の
部

　
　
　
　
・
一
般
の
部

　
　
　
　
・
女
子
の
部

※
一
般
の
部
、
女
子
の
部
の
チ
ー

ム
編
成
は
任
意
と
し
、
町
外
在

住
者
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

コ
ー
ス
　
6
区
間

　
　
　
　
計
20
・
4
km
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第
56
回
中
之
条
町

駅
伝
競
走
大
会

安心メール配信
「防犯・防災情報」「生活関連情報」を携帯電話等にメ
ール配信します。下のＱＲ（キューアール）コードを読み
込んで何も入力しない空メールを送り、案内に従って
登録してください。QRコードが読み込めない場合は、
ml.town_nakanojo@e-park.ne.jpにメールを送っ
てください。

問い合わせ 役場企画政策課
広報係
☎75－8846（直通）

博物館Photograph⑯
ふるさと今昔
昭和10年水害、上沢渡・蛇野地内復旧工事完成記念写真

いまむかし

問い合わせ　歴史と民俗の博物館「ミュゼ」☎75-1922

上沢渡川に架かる晩釣橋（昭和13年頃）

現在▶

　昭和10（1935）年、群馬県下は秋の
長雨の影響に追い討ちをかけるように9月
25日～26日にかけて豪雨がもたらされ、
大災害に見舞われました。中でも沢田村
（中之条町）の被害は大きく、とくに上
沢渡では土石流等による死者が、沢渡温
泉で13名、蛇野で19名、大岩で6名、牧
場で4名、反下で11名と多くの犠牲を出
しました。
　この地区の水害復旧工事は、昭和11年
に設置されたとされる沢渡温泉砂防事務
所（群馬県）が中心となって進められま
した。この結果、同11年度には晩釣橋を
はじめとする4橋梁および同地区の道路が
竣工、同13年度には唐松橋・中居橋およ
び河川工事や砂防施設等が竣工し、同16
年度までに工事の大半が完成しました
（『沢渡温泉史（沢渡温泉組合）』参照）。
　紹介する写真には「昭和十年災害ニ依
り流出シタル沢田村大字上沢渡字蛇野地
内復旧工事完成記念写真」との覚書があ
り、復興を遂げた蛇野地区を上沢渡川に
架かる晩釣橋東側の沢渡温泉方面から撮
影しています。

役　場 高津口 役　場
４.３km（群銀前・駅前） ３.２km（中中前）

１区 ２区

役　場 五反田中村 役　場
３.９km（枯木橋東） ４.２km（親都神社）

３区 ４区

役　場 下折田 役　場
２.３km（赤心館前・農免） ２.５km（国道・群銀前）

５区 ６区

第５6回町駅伝競走大会【コース】（経由地）

まき

ば たんげ

ばんつり

きょうりょう
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Information

　読書の秋です。図書館では、たくさんの図書を揃えています。是非、ご家族でお出かけください。お待ち
しています。

中之条町ツインプラザ図書館　☎76－3115

ひとことひとこと

【11月のお休み】（図書館）　5日、11日、18日、25日、26日

【一般書】約140冊

【児童書】約80冊

今 月 の 新 着

　本当にからだにいい食事を作るのは、難しい
ことではありません。食養研究の第一人者が、
からだを立て直す食材、調味料、調理器具、簡
単でおいしいレシピを紹介しています。

『こうして作れば医者はいらない』
若杉　友子／著、祥伝社
2013・8

この一冊

「思考力」
「やっぱり夫婦！」
「極上の流転」
「政と源」
「ともえ」

外山滋比古
斎藤　茂太
村松　友視
三浦しをん
諸田　玲子

「よかたい先生」
「宇宙探査大図鑑」
「ひみつの花便り」
「図工室の日曜日」
「ニャントさん」

三枝三七子
的川　泰宣
田村　理江
村上しいこ
高部　晴市

　手軽だけれどきちんと伝わる手書きの一筆
箋。相手のために「ひと手間」かける手書きのメッ
セージが見直されています。一筆箋の使い方を
はじめ、選び方、書き方のコツを紹介しています。

『あなたの人生を変える一筆箋活用術』
むらかみ かずこ／監修、自由国民社
2013・8

この一冊

材料

作り方

発酵食のレシピ●19

里芋小10個 / 甘酒味噌（麹甘酒大2 / 味噌大2 / ねりごま大1 / おろしにんにく小1/4）

里芋の甘酒味噌和え

①里芋は皮つきのまま塩水でゆでて皮をむき、食べやすい大きさ
に切る。
②甘酒味噌をよく混ぜ合わせ、①の里芋を和えてできあがり。

※甘酒には麹の甘酒と酒粕の甘酒があるがここでは麹の甘酒を
使用する。



歯ブラシによる子どもの事故
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健 康
HEALTH

診療所だより 健
康
チ
ェ
ッ
ク

11月の当番医

3日㈷
（６８）０３５５
（８２）２１８８

内科

外科
夜間

くりはら医院
長生病院

17日㈰

（６８）２１０３
（９７）３０２０

内科

外科
夜間

加地医院
嬬恋村診療所

（６８）２７１１日赤

（８３）７１１１西吾妻福祉病院 （７５）３０５５吾妻さくら（６８）２７１１日赤
4日㈪

（７５）３３５０
（８８）２０３０

内科

外科
夜間

田島病院
布施医院 10日㈰

（７６）３４３５
（８２）３９９９

内科

外科
夜間

しまだ医院
櫻井医院

（７５）３０５５吾妻さくら（８３）７１１１西吾妻福祉病院
23日㈷

（６４）２１３６
（８８）４３２１

内科

外科
夜間

四万診療所
草津こまくさ病院 24日㈰

（７５）３０５５
（８５）２２５９

内科

外科
夜間

吾妻さくら
長野原診療所

11月　六合診療所　外来診療医師

出張診療（括弧内は担当医師）

6日
13日
20日
27日

赤　岩（高瀬）
小　雨（高瀬）
田代原（高瀬）
小　雨（高瀬）

午　前
休み

湯久保（高瀬）
赤　岩（高瀬）
広　池（高瀬）

午　後

月に１度は、保険証の提示をお願いします。
住民健診の結果をお持ちの人は、ご持参ください。

日

　
幼
児
期
に
歯
み
が
き
を
す
る
習

慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
は
、
子
ど

も
の
成
長
発
育
に
と
っ
て
大
切
な

役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
単

に
歯
に
つ
い
た
歯
垢
を
取
り
除
く

だ
け
で
な
く
、
手
、
指
を
使
っ
た

細
か
い
運
動
を
学
ん
だ
り
、
食
べ

た
ら
み
が
く
と
い
う
生
活
習
慣
を

身
に
つ
け
た
り
、
ま
た
、
鏡
に

映
っ
た
自
分
の
顔
、
目
、
口
の
位

置
を
覚
え
、
ボ
デ
ィ
ー
イ
メ
ー
ジ

の
育
成
に
つ
な
が
っ
た
り
も
し
ま

す
。

　
し
か
し
、
東
京
消
防
庁
の
調
査

に
よ
る
と
、
救
急
搬
送
人
員
は
年

齢
別
で
は
1
歳
児
が
最
も
多
く
、

そ
の
中
で
も
歯
ブ
ラ
シ
に
よ
る
事

故
が
一
番
多
く
認
め
ら
れ
ま
す
。

受
傷
の
要
因
の
3
分
の
2
は
歯
み
が

き
中
の
転
倒
に
よ
る
も
の
で
す
。
就

学
前
の
子
ど
も
が
自
分
で
み
が
く
時

に
は
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
歯
ブ
ラ
シ
を
就
学

前
の
子
供
の
手
の
届
か
な
い
と
こ
ろ

置
く
こ
と
も
重
要
で
す
。

　
歯
ブ
ラ
シ
は
箸
の
よ
う
に
と
が
っ

て
は
い
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ゆ
え
油
断

し
て
い
る
部
分
も
あ
る
と
思
わ
れ
ま

す
。
親
子
を
つ
な
ぐ
大
事
な
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ツ
ー
ル
で
あ
る
歯
ブ

ラ
シ
は
、
箸
と
同
じ
く
棒
状
の
も
の

な
の
で
、
「
乳
幼
児
だ
け
で
使
う
と

危
険
で
あ
る
」
と
い
う
認
識
を
忘
れ

ず
、
正
し
く
使
い
ま
し
ょ
う
。

　
　
　六
合
診
療
所
　
歯
科
　
林
　
豊

〈当番医受診上の注意〉
・診療時間は9時から17時です。できるだけ時間内に受診し
 てください。
 それ以外の時間は、休日夜間当番病院で受診してください。
・急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診は
 ご遠慮ください。
・在宅待機のため、原則として往診はしません。

1716
休診休診高瀬山本藤原高瀬午前

休診休診休診休診午後

休診

休診 休診休診

151211 1413

休診高瀬午前

午後

藤原

休診休診休診

2625 27
休診山本 高瀬

休診休診休診

2928 30

2423
休診休診山本藤原高瀬午前

休診休診

休診

休診 休診休診休診午後

221918 2120
高瀬

休診

日土金木水火月

休診午前

休診午後

32

休診高瀬山本藤原休診午前

休診休診休診休診午後

休診

休診

休診

休診休診

1098764 5

休診

休診

1

休診

米永
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※健康診査と予防接種の日程は、35ページ11月の行事をご覧ください。

相談内容（相談員）
相談ガイド

日　　　時 会　　　場 問い合わせ

中之条町保健センター
（保健環境課健康係）
☎75-8833

中之条町保健センター

健康
相談

法律
相談

毎月の法律相談
（町顧問弁護士） 役場第2会議室

11月14日（木）
13時～17時
（予約制、前日12時までに予約）

人権
相談

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

前橋地方法務局
中之条支局

毎週木曜日
13時30分～16時
（祝日は除く）

常設人権相談
（人権擁護委員）

役場住民福祉課住民戸籍係
☎75-8821

役場第2会議室
六合支所

12月10日（火）
10時～15時

特設人権相談
（人権擁護委員、法務局職員）

町地域包括支援センター
☎75-8835役場住民福祉課11月11日（月）

9時30分～11時、14時～16時

役場総務課法制係
☎75-8806

前橋地方法務局中之条支局
☎75-3037

役場第2会議室11月15日（金）
13時～15時

行政相談
（行政相談委員）

前橋地方法務局
中之条支局

11月5日（火）、19日（火）
17時15分～19時
（事前予約も可能）

法務局イブニング登記相談会
（土地建物の登記や土地の境界問題に関すること）

国民年金保険料に関する納付相談 役場第3会議室11月22日（金）
9時30分～16時（※免除対象者および未納者が対象）

年金相談
役場住民福祉課保険年金係
☎75-8819

役場第3会議室11月13日（水）
9時30分～16時（当日受付順）（社会保険労務士、年金事務所職員）

町社会福祉協議会
☎75-8839役場第2会議室

11月1日（金）・15日（金）
12月2日（月）
13時～15時

心配ごと相談
（民生児童委員、主任児童委員）

介護相談
（地域包括支援センター職員）

地域包括支援センター六合
☎95-5711六合保健センター11月11日（月）

14時～16時

毎週木曜日
9時～11時

健康相談
（保健師、栄養士）

毎週木曜日
13時～16時

母と子の健康相談
（保健師、栄養士）

こころの電話相談
（精神科医師、
臨床心理士等）

県精神保健福祉協会
（県こころの健康センター）
☎027-263-1166

相談専用電話
☎027-290-2920

11月17日（日）
10時～15時
※相談は無料ですが、電話代がかかります。

こころの健康相談
（精神科医師）

吾妻保健福祉事務所
☎75-3303吾妻保健福祉事務所11月1日（金）

14時～（予約制）

郡消費生活センター
（文化会館内）

平日
8時30分～16時

毎日の相談
（消費生活コンサルタント・
消費生活専門相談員）

消費
生活
相談

郡消費生活センター
☎75-1166
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お
誕
生
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
（
9
月
中
の
届
出
）

広報等への掲載を
希望しない人は
届け出等の際、窓口で
その旨お話しください。

■人口と世帯（住民基本台帳による）
17，780
8，639
9，141
6，907

人

人

人
世
帯

（　　　　　）

（　　　　　）

（　　　　　）

（ 　　 　 ）

人　口

男

女

世帯数
（　）内　前：前月比　後：前年同月比

平成２5年9月１日現在

窓口窓口

ー266

ー132

ー134

－37

－18.

－6.

－12.

－2.

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す
（
9
月
中
の
届
出
）

軽 自 動 車 税

国 民 健 康 保 険 税

介 護 保 険 料

後期高齢者医療保険料

上 ・ 下 水 道 料

固 定 資 産 税

町 県 民 税

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（普通徴収）

（年金からの特別徴収）

（給与からの特別徴収）

◎

◎

◎

◎

●

●

●
●

●
●

●

●
●

●

●

●

●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
●

●

●

●

●
●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●
● ◎

●
●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

●

●

●

●

●
●
●
●
●
●
●

●
●

●

●

年間の納め（25年度）

４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月 １月 ２月 ３月

住民福祉課、税務課、会計課の窓口業務は１８：１５まで行っています。なお、取扱いできない業務もありますので、担当課まで問い合わせてくださ
い。
普通徴収とは、納付書または口座振替によって納める方法です。年金からの特別徴収とは、年金より天引きで納める方法です。給与からの特別徴
収とは、給与から天引きで納める方法です。なお、納め方は納税通知書や保険料額決定通知書に記入してあります。詳しくは、税務課まで問い合わ
せください。

※住民基本台帳法の改正に伴い、平成２４年８月１日現在から外国人を含んでいます。

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「お誕生欄」は印刷版の広報に掲載しています。

Nk327
長方形

Nk327
テキストボックス
「おくやみ欄」は印刷版の広報に掲載しています。
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月の行事

自動車教習所　　　　　　　　　　　☎７５-２５７０
教習所の休所日休

歴史と民俗の博物館「ミュゼ」　　　　 ☎７５-１９２２
博物館の休館日

休

バイテック文化ホール 　　　　　　　☎７５-５１７４
文化会館の休館日休

◇町へ
・金　300,000円
・絵画、陶器等多数
◇町社会福祉協議会へ
・金　50,0000円

割田ゆき様（五反田）
海野外科様

㈱オーケーコーポレーション様

ご寄付ありがとうございました
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11
（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

（日）

（月）

（火）

（水）

（木）

（金）

（土）

12月1日（日）　第2回中之条まちなか5時間リレーマラソン
12月2日（月）　公共料金納期限、文化会館休館日
12月5日（木）　博物館休館日
※各種相談日の日程は、33ページ相談ガイドをご覧ください。

休

休

休

休

休

休

休

休

休休

休休

休

休休

休

勤労感謝の日
第56回町民駅伝競走大会（9時30分スタート、町管内コース）
第13回伊参スタジオ映画祭（伊参スタジオ）

町政懇談会（19時～、伊参公民館）
中之条大学音楽講座「ハナマス」コンサート
（14時～、ツインプラザ）

第13回伊参スタジオ映画祭（伊参スタジオ）

予防接種（小児肺炎球菌）（受付：13時30分～14時）

町政懇談会（19時～、名久田公民館）
1歳6か月児健診（受付：13時20分～13時45分）

4か月児健診（受付：13時15分～13時30分）
6か月児相談・BCG接種(受付：13時30分～13時45分）

両親学級（受付：9時15分～9時30分）
予防接種（日本脳炎1期）（受付：12時50分～13時20分）
予防接種（四種混合）（受付：13時30分～14時）

町政懇談会（19時～、六合支所）

秋季ソフトバレーボール交流大会
（9時30分～、総合体育館）
両親学級（受付：9時15分～9時30分）

町政懇談会（19時～、六合活性化センター）

児童虐待防止月間（～30日）
ふるさとの文化財絵画展（～24日、博物館ミュゼ）
予防接種（ヒブ）（受付：12時20分～12時40分）
予防接種（日本脳炎1期）（受付：13時～13時30分）

町おいしいお米コンクール（10時～、バイテック文化ホール）
環境省自然環境局野生生物課長講演会
（14時～、ツインプラザ）

予防接種（ヒブ）（受付：13時30分～14時）

9～10か月児健診（受付：13時15分～13時45分）

第16回町民グラウンドゴルフ大会
（町民運動場（河川敷グラウンド））

町政懇談会（19時～、ツインプラザ）

町政懇談会（19時～、役場大会議室）

町政懇談会（19時～、沢田公民館）

逃走者in花の駅美野原
（13時～、花の駅美野原（旧薬王園））

文化の日
産業・文化祭（ツインプラザ、バイテック文化ホール、六合体育館）
商工祭・農林水産業まつり・保健環境まつり（ツインプラザ）

振替休日

休

休
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生きがいづくりで健康づくり
趣味 昧
～300サークルから3つの趣味を～

Tastes from300circles 問い合わせ　ツインプラザ内生涯学習課　社会教育係　☎７６ー３１１１

■ 『ふるさと灯りの会』

「新しくサークルを始めたい」
「会員を増やしたい」
そんなときは気軽に連絡ください

掲載希望団体
★随時募集中

な
か
の
じ
ょ
う

花
百
景

募
集
中

白
砂
渓
谷
ラ
イ
ン
の
紅
葉

中
之
条
町
の
花
の
見
ご
ろ
⑧

　六合地区を南北に縦断する白砂川が作り出す白
砂渓谷。紅葉が有名で、酸性水が流れ込み緑がか
って見える川の流れとのコントラストが楽しめま
す。紅葉は10月上旬に野反湖から始まり、次第に
白砂川を川の流れに沿って下っていきます。11月
中旬までが見ごろ。

　
「
な
か
の
じ
ょ
う
花
百
景
」
を
編
纂
す
る
た
め
、
皆
さ
ん
か
ら
花
の

名
所
の
情
報
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
「
花
の
写
真
コ
ン
ク
ー
ル
」
も
募
集
中
で
す
。
応
募
は
12
月
24

日
（
火
）
ま
で
。
入
選
作
に
は
副
賞
を
準
備
す
る
ほ
か
、
入
選
作
品
を

含
め
た
写
真
集
「
な
か
の
じ
ょ
う
花
百
景
」
を
制
作
す
る
予
定
で
す
。

応
募
方
法
の
詳
細
は
役
場
観
光
商
工
課
（
☎
2
6
・
7
7
2
7
）

ま
で
。

□代 表 者：小池　功
□事 務 局：役場観光商工課　宮崎麻未　☎26－7727
□活動日時：毎月1回の定例会議、年数回の行灯設置作業や挿絵の交換作業等
□活動場所：中之条町の中央商店街通り、六合赤岩集落などで行灯を設置
□会 員 数：約20名
□活動目標：町に灯りを点して町並みを明るくし、夜歩いても安全で楽しい町づくり。
□Ｐ　　Ｒ：　ふるさと灯りの会は、通りに面
した店舗や家の玄関先に木製行灯を設置し、
町を明るくする活動を行っており、木製行灯
約350基を中心商店街などに設置しています。
この他、中之条高校環境工学科生徒との連携
授業を行っており、会員が学校を訪問し、行
灯の作り方などを指導しています。授業の中
で製作した行灯はつむじ等で展示し、その後
設置希望者を募って設置しています。
　今年は設立10周年を記念して、活動を振
り返る写真展の開催や大きな常夜灯を製作し
イベント時などに点灯しました。これからも
町を明るくする活動を継続していきたいと考
えています。
　会では一緒に活動して頂ける方を募集して
います。ご興味のある方は事務局までご連絡
ください。

No.95

見やすいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

こ　　いけ　　　 いさお




